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令和６年１２月１１日 

                         （2024 年） 

保護者の皆さまへ 

                        吹田市立第一中学校 

                        校 長 池田 広恵 

 

令和６年度 全国学力・学習状況調査の分析について 

 

 本年度、３年生を対象として「令和６年度全国学力・学習状況調査」を実施し、

９月中旬に個人ごとの結果をお返ししました。また吹田市でも、今回実施した調

査結果の概要を吹田市のホームページを通じて公表しております。 

 この調査は中学校の最終学年のみを対象とした調査であり、教科も国語・数学

限られております。また、測定されたものは学力の一部であり、学校における教育

活動の一側面に過ぎません。そのことを踏まえつつ、調査によって得られた課題

を明らかにし、その改善に全力を注ぐことが、調査本来のねらいであると考えて

います。 

 対象となった３年生には、よりきめ細かな指導ができるよう取り組みを進める

とともに、学校全体として課題に応じた学力向上につながる具体的な指導方法の

工夫改善も図ってまいります。各ご家庭におかれましても、以下の分析結果をも

とに、今後の家庭学習の指針として、参考にしていただきますようお願いいたし

ます。 

 

１ 教科に関する調査結果の分析 
○国語 

【知識及び技能】及び【思考力・判断力・表現力 

等】において、全体的に全国平均を上回っている。 

無回答率は、全国平均をすべての項目で下回ってい

るが、記述式の問題については、無回答率が他の問

題と比べてやや高い傾向にある。 

 

【知識及び技能】 

（１） 言葉の特徴や使い方に関する事項について、概ねできている。特に「文

脈に即して漢字を正しく書く」については、全国的に解答しにくい設問

であったが、適切に答えることができていた。 

（２） 情報の扱い方に関する事項について、概ねできているが、「意見と根拠    

など情報と情報との関係について理解する」については、他項目と比較

して苦手な傾向が見える。 

（３） 我が国の言語文化に関する事項について、概ねできている。 

【思考力・判断力・表現力等】 

（１） 話すこと・聞くことについては、概ねできている。 

（２） 書くことについては、概ねできている。 

（３） 読むことについては、概ねできているが、「短歌の内容について、描写を

もとに捉えることができるかどうかをみる。」項目はやや苦手な傾向で

ある。 
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     ●国語における成果と今後の改善点について 

日常的に書くことについての課題を多く設定していることから、文脈や構

成を適切に読む力の定着が成果として表れた結果となっている。一方で、

読むことにおいて作者の意図に着目して内容を捉えることに苦手な傾向

が見られた。そのため作者の意図を考える課題設定を行い、自分なりの解

釈を広げる機会を増やしくいく 

 
 

○数学 
【知識及び技能】及び【思考力・判断力・表現力 

等】において、全体的に全国平均を上回っている。 

また、無回答率は、証明や数学的な表現を用いて

説明する問題が高い傾向にある。 

 

【各領域】 

（数と式）概ねできている。計算や基礎知識を問う問題については、相当数の生

徒が理解できており、計算力や基礎知識が定着していることがうかが

える。 

（図 形）全国平均より高い数値であるが、筋道をたてて証明する問題について     

は無回答率も高くなっている。 

（関 数）知識・技能を問う問題はできている。事象を数学的に解釈し、問題解

決の方法を数学的に説明することができるかどうかをみる問題は、全

国平均を上回っているが、回答率は低い傾向にある。 

（データの活用）概ねできている。複数の集団のデータの分布の傾向を比較して読み取

り、判断の理由を数学的な表現を用いて説明することができるかどう

かを問う問題は、全国平均より上回っているが、回答率は低い傾向に

ある。 

 

 

 

 ●数学における成果と今後の改善点について 

計算力や基礎知識の定着が成果として表れた結果となっている。また、図形や

関数、データの活用分野で全国平均を上回る点も評価できる。一方、証明問題

や数学的解釈を問う応用問題において回答率の低さが課題である。論理的思考

や表現力を養う指導に加え、自分の考えを説明する機会を増やしていく。 
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２ 生活習慣や学習環境等に関する調査の傾向 
 

  ○学習・生活環境調査 

 

① 毎日朝食をとり、同じ時刻に起床し、同じ時刻に就寝している生徒が全国値

より上回っている。 

② 「学校に行くのは楽しいと思いますか」「先生は、あなたのよいところを認

めてくれていると思いますか」の肯定的な回答が全国値を上回っており、「困

りごとや不安がある時に、先生や学校にいる大人にいつでも相談できますか」

についての肯定的な回答も、全国値を上回っている。 

③ 「いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思いますか」は全国値

と同じ数値だが、「あてはまらない」の回答が全国値よりも高い。 

④ 「学校の授業時間以外に、普段（月曜日～金曜日）や土曜日と日曜日、１日

当たりどのくらいの時間、勉強をしますか」について、勉強時間が全国値を

上回っており、家庭や塾などでの学習が充実していると思われる。 

⑤ 「放課後や週末に何をして過ごしていますか」では、勉強や読書、学習塾な

ど外で勉強、習い事の回答が、全国値よりも高く、友達と遊ぶは全国値より

も低い。 

⑥ 「あなたの家には、およそどのくらいの本がありますか」では、肯定的な回

答が全国値を上回っていたが、「学校の授業時間以外に、普段（月曜日～金

曜日）、１日当たりどれくらいの時間、読書をしますか」では、肯定的な回

答が全国値を下回っていた。このことから、身の回りに本がある環境が整っ

ているが、本を読む習慣が身についていない。または、本を読む時間がない

と思われる。 

⑦ 「自分と違う意見について考えるのは楽しいと思いますか」「分からないこ

とや詳しく知りたいことがあったときに、自分で学び方を考え、工夫するこ

とはできていますか」では、肯定的な回答が全国値を上回っている。 

⑧ 「学級の生徒との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げ

たりすることができているか」「学習した内容について、分かった点や、よ

く分からなかった点を見直し、次の学習につなげることかできているか」「授

業で学んだことを、ほかの学習で生かしているか」について、肯定的な回答

が全国値を上回っている。 

⑨ 「学習の中で PC・タブレットなどの ICT 機器を使うのは勉強の役に立つと

と思うか」について、肯定的な回答が全国値を上回っており、ICT の活用の

効果を確認することができた。 

⑩ 「スマホや PC の使い方について、家の人と約束したことを守っているか」

の肯定的な回答が全国値より低く、「守っていない」「家の人と約束がない」

という回答が２０％を超えている。 

 
 
 



- 4 -

 
３ 今後の取り組み 
 

  本校では、これまで「主体的、対話的で深い学び」に向けた「学び合いの授業（協働

学習）」を進めており、「思考を深める」取り組みを行ってきています。また、GIGA

スクール構想に基づいて SUN ネット端末の効果的な活用に努めています。 

今回の調査では、学習・生活環境調査⑦⑧の結果より、「主体的、対話的で深い学び」

に向けた「学び合いの授業（協働学習）」が効果的に進めることができていることが確

認できました。加えて、思考を再構築する取り組みにも一定の効果が見られています。

また、学習・生活環境調査⑨の結果より、ICT の活用が効果的に進んでいることを確認

することができました。 

一方、学習・生活環境調査③の結果について、「いじめに対する意識」に課題がある

ことがわかりました。日常の教育活動やいじめ防止授業を通して、いじめ防止の意識向

上を図っていきます。また、学習・生活環境調査⑩の結果について、ルールを守ってい

なかったり、約束そのものがないご家庭が４分の１近くあります。昨今、諸外国におい

てもいじめや鬱など、SNS が原因で引き起こされていることから、法律で禁止する動

きのあるところもあります。本校におきましても、SNS が絡む生徒指導が増加してい

ます。 

スマホ教室など学校においても学習する場を設けますが、ご家庭におかれましても今

一度、ルールを決めたり、フィルタリングをかけるなど対策を話しあってください。 

 学習・生活環境調査全般を通して見えてくる生徒の姿は、勉強や習い事で時間がな

く、学校以外で友達と遊ぶことが少ないため人間関係を作る場が「学校」という生徒が

多い傾向にあります。いじめに対する意識など人として生きていくための力をつける

ために非認知能力の育成が必要です。 

今後も、「人権尊重の精神を基盤として、社会とつながっていける生徒」を育成して

いくために尽力していきますので、ご家庭におかれましてもご協力のほどよろしくお

願いします。 


